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安全セミナー
東日本大震災発災10年

これからの関西における防災のあり方を考える

東日本大震災から10年を踏まえ、関西における備えとしてそこから学ぶべきこと、
それは平時からの災害への主体的な姿勢と有事における円滑な避難行動へのつながりです。

日本一高い津波が来るとの想定を突き付けられた街の
防災教育をはじめとする防災の取り組みに関する対談を通じて、
皆さまとともに関西における備えについて考えたいと思います。
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日 時

2021.9.1～2021.10.8

Zoomウェビナーによるセミナー方式
※インターネット接続環境が必要です。

2021年10月16日（土）  14時～15時40分

800名（参加無料）
申し込みは10月8日（金）まで、但し先着順で受付いたします。

※携帯電話のご利用マナーに
　ご協力ください。



【プロフィール】
高知県幡多郡大方町（現黒潮町）生まれ。1978年より大方町（現黒潮町）職員
1989年建物のない「砂浜美術館」の立ち上げにかかわる。
2016年開催された国際会議「『世界津波の日』高校生サミットin黒潮」の総指揮
を執った。2018年5月より黒潮町教育長

【高知県黒潮町について】
2006年大方町と佐賀町が合併して誕生。面積188.59㎢ 2021年5月末現在の
人口は10,764人。東日本大震災の翌年の2012年3月31日内閣府中央防災
会議から、南海トラフ巨大地震の新想定が発表され、黒潮町の最大震度
は７、最大津波高34.4mという、日本一厳しい数値を突き付けられた街で
ある。

《ご注意事項》
※このセミナーは「ZOOM」ウェビナー（ウェブセミナー）となります。
　ご参加には「ZOOM Cloud Meetings」無料アプリを最新バージョンでインストール済みの端末が必要となります。
　ブラウザの種類やバージョンによって機能が制限される場合がありますので、アプリのインストールを推奨しております。
※インターネット接続料および通信料はご負担いただきます。予めご了承ください。

受付完了メール 参加用URLご送付

10月13日（水）までに
参加用のURLと
当日の詳細について
ご登録メールアドレス
にお送りします。

登録完了後、定員に
達していなければ、
受付完了メール
が届きます。

セミナー当日

開始時刻までに
ご案内メール記載の
URLにアクセスして
ご参加ください。

参加申し込み
安全セミナーURL

※安全セミナーのお申し込み
フォームよりご応募ください。

お問い合せ ： ＪＲ西日本あんしん社会財団　TEL／06-6375-3202（平日 10：00 ～17：00）

東日本大震災発災10年
これからの関西における防災のあり方を考える
東日本大震災の衝撃が冷めやらないなか、３４．４ｍの日本一の巨大津波想定が突き付けられた高知県黒潮町。
恐怖と不安の真っただ中と思いきや、今の黒潮町には諦めも悲壮感もありません。それどころか住民は明るく、防災
活動を通じて地域の結束は強まりました。子どもたちは「僕たちの故郷は僕たちが守る」と言わんばかりに、地域と
一緒になって防災に取り組み、大人たちはそんな子どもたちに目を細め、町の将来に明るさすら感じ始めています。
黒潮町が大切にしたのは、対策だけではなく思想でした。「自然に向かい合ってこの地に凛と生きる」 
この対談では、日本一の津波想定を黒潮町はどのように理解して防災に取り組んだのか。その過程を振り返り、近年
激甚化する自然災害への向かい合い方を考えます。
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【プロフィール】
災害への危機管理対応、災害情報伝達、防災教育、避難誘導策のあり
方等について研究するとともに、地域での防災活動を全国各地で展開
している。特に防災教育については、地域防災と連携した育みの環境と
とらえた活動を展開している。また地域防災については、地域の災害
文化として、災いをやり過ごす知恵や災害に立ち向かう主体的姿勢の
地域での定着を図ってきた。これら一連の活動が認められ、平成24年
には防災の功労者として内閣総理大臣表彰を受賞、さらに同年海洋
立国日本の推進への功労者としても、内閣総理大臣表彰を受賞して
いる。また平成26年には皇居に招かれ天皇皇后両陛下にご進講もして
いる。
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